
X-Zebra簡易マニュアル

①起動
X-Zebra.exeをダブルクリックして起動してください。

②暗号化
暗号化対象のブックを、ウィンドウにドラッグ＆ドロップしてください。
Sample.xlsxの場合、「マスク列」にDを入力しておきますと、マイナンバー列だけがマスクされます。

③確認
処理が完了した後に、結果の確認を行う場合は「はい」を選択してください。Excelが起動します。

暗号化後のブックは読み取り専用に変換されます。

パスワードは設定値に「z」を付けたもので、初期値は「zX-Zebra」ですが、
上書きすると元に戻すことができなります。
D列がマスクされていることを確認いただけます。



④復号化（元に戻す）
暗号化済みのブックはサムネイルアイコンがゼブラ柄になっています。（中アイコン以上で表示の場合のみ）
復号化対象のブックを、ウィンドウにドラッグ＆ドロップしてください。

暗号化時と同様に確認いただくと、D列が元に戻っていることを確認いただけます。

⑤終了
終了時に設定を保存すると、「X-Zebra.ini」ファイルにウィンドウでの設定値が保存されます。
（パスワード等の情報は暗号化しています）
「X-Zebra.ini」、「X-Zebra.key」ファイルは、本体(X-Zebra.exe)と同じフォルダに配置してご利用ください。


